Reports of Symposium, Special Lectures, and Workshop by unknown
論
系
だ
よ
り
九
九
◆
講
演
会
等
報
告
◆
「
近
代
北
方
史
の
動
態
を
探
る
─
北
海
道
開
拓
と
民
衆
経
験
─
」
報
告
　
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
会
と
日
本
文
化
」
研
究
部
門
で
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
二
日
（
日
）
に
、「
近
代
北
方
史
の
動
態
を
探
る
│
北
海
道
開
拓
と
民
衆
経
験
│
」
を
開
催
し
た
。
本
研
究
会
で
は
、
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
、
早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
多
元
文
化
論
系
、
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る
多
元
文
化
学
の
構
築
」
研
究
部
門
の
共
催
を
得
た
。
　
本
研
究
会
は
、
後
述
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
琉
関
係
史
の
軌
跡
と
展
望
│
紙
屋
敦
之
氏
の
研
究
を
中
心
に
│
」
と
と
も
に
、
二
〇
一
九
年
度
に
お
け
る
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
会
と
日
本
文
化
」
研
究
部
門
の
研
究
計
画
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
年
度
に
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
南
蛮
史
料
研
究
の
新
地
平
」
を
実
施
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
今
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。
北
海
道
と
琉
球
と
い
う
、
日
本
列
島
の
南
北
の
境
界
領
域
の
動
向
を
、
と
り
わ
け
欧
文
史
料
を
交
え
て
論
じ
ら
れ
る
研
究
者
に
ご
報
告
い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
、
当
初
は
単
一
の
研
究
会
と
し
て
開
催
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
二
〇
二
〇
年
に
入
る
ま
で
の
過
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
報
告
候
補
者
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
主
た
る
理
由
と
し
て
、
ふ
た
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
わ
け
て
実
施
す
る
形
式
で
、
今
年
度
の
研
究
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（CO
VID
-19
）
に
翻
弄
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
事
務
局
に
よ
り
、
研
究
活
動
を
含
む
イ
ベ
ン
ト
自
粛
期
間
が
設
定
さ
れ
、
四
月
十
四
日
（
火
）
に
は
そ
の
期
間
が
八
月
一
日
（
土
）
ま
で
再
々
延
長
さ
れ
る
旨
が
通
知
さ
れ
た
。「
自
粛
」
の
対
象
は
、
三
十
名
程
度
以
上
の
参
加
が
予
定
さ
れ
る
も
の
、
多
数
の
高
齢
者
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
、
参
加
者
相
互
の
濃
厚
接
触
を
と
も
な
う
も
の
、
懇
親
会
、
合
宿
等
で
、
本
研
究
会
は
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
解
す
る
余
地
が
あ
り
つ
つ
も
、
自
粛
期
間
明
け
で
あ
る
八
月
二
日
（
日
）
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
日
に
開
催
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
九
月
十
九
日
（
土
）
を
予
備
日
に
設
定
し
た
。
感
染
対
策
に
顧
慮
し
つ
つ
も
、
夏
季
に
は
危
険
性
が
減
退
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
、
学
術
院
全
体
の
研
究
活
動
の
停
滞
状
況
を
打
破
す
る
必
要
を
感
じ
た
こ
と
が
早
期
の
実
施
を
決
断
し
た
主
た
る
理
由
で
あ
る
。
　
研
究
会
の
開
催
形
態
に
つ
い
て
も
、
報
告
者
両
名
と
の
調
整
を
お
こ
な
っ
た
。
今
年
度
に
は
感
染
対
策
と
し
て
、
授
業
で
もZO
O
M
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一
〇
〇
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
っ
た
状
況
に
鑑
み
て
、
本
研
究
会
を
完
全
に
遠
隔
化
し
、
学
内
に
集
う
こ
と
な
く
実
施
す
る
可
能
性
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
通
常
通
り
特
定
の
会
場
を
設
定
し
て
実
施
す
る
可
能
性
、
こ
れ
ら
の
融
合
に
よ
り
実
施
す
る
可
能
性
を
検
討
し
、
融
合
に
よ
る
実
施
を
選
択
す
る
結
論
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、
後
述
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り
、
報
告
者
で
あ
る
田
辺
、
武
藤
両
氏
お
よ
び
伊
川
が
会
場
に
集
い
、
一
般
参
加
者
に
は
事
前
登
録
を
お
願
い
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
報
告
を
視
聴
、
討
論
に
参
加
す
る
形
式
を
採
用
し
た
。
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
日　
時
：
二
〇
二
〇
年
八
月
二
日
（
日
）　
十
五
時
〜
十
八
時
　
会　
場
： ZO
O
M
に
よ
る
遠
隔
開
催
（
報
告
者
・
司
会
の
み
、
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
三
十
九
号
館
六
階
第
七
会
議
室
）
　
司　
会
：
伊
川
健
二
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）
《
趣
旨
説
明
》
◇
田
辺　
陽
子
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
非
常
勤
講
師
）：
　
 「
明
治
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
と
ア
イ
ヌ
教
育
│
函
館
ア
イ
ヌ
学
校
を
事
例
と
し
て
│
」
◇
武
藤
三
代
平
（
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
院
専
門
研
究
員
）：
　
 「
明
治
青
年
に
よ
る
移
植
民
事
業
と
労
資
関
係
の
形
成
│
北
海
道
開
拓
お
よ
び
海
外
植
民
の
経
験
か
ら
│
」
《
質
疑
応
答
》
　
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
要
旨
は
、『W
A
SED
A
 RILA
S JO
U
RN
A
L
』
次
号
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。
当
日
は
、
田
辺
、
武
藤
両
氏
の
共
通
の
知
己
を
含
め
て
北
海
道
か
ら
の
参
加
者
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
遠
隔
開
催
な
ら
で
は
の
現
象
で
あ
り
、
感
染
症
対
策
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
遠
隔
開
催
の
利
点
を
認
識
で
き
た
。
参
加
人
数
は
、
会
場
組
を
含
め
て
十
名
程
度
で
あ
り
、
質
疑
時
間
の
議
論
は
、
必
ず
し
も
活
発
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
の
重
な
り
あ
う
部
分
へ
の
関
心
が
醸
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
様
子
を
一
般
参
加
者
が
見
守
る
雰
囲
気
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
。
今
年
度
の
特
殊
事
情
に
よ
り
懇
親
会
の
開
催
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
痛
恨
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
つ
つ
も
、
意
義
深
い
研
究
会
で
あ
っ
た
。
「
日
琉
関
係
史
の
軌
跡
と
展
望
─
紙
屋
敦
之
氏
の
研
究
を
中
心
に
─
」
報
告
　
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
会
と
日
本
文
化
」
研
究
部
門
（
以
下
、
部
門
）
で
は
、
二
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論
系
だ
よ
り
一
〇
一
〇
二
〇
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）
に
、「
日
琉
関
係
史
の
軌
跡
と
展
望
│
紙
屋
敦
之
氏
の
研
究
を
中
心
に
│
」
を
開
催
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
史
攷
究
会
と
の
共
同
主
催
で
あ
る
ほ
か
、
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
、
早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
多
元
文
化
論
系
、
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る
多
元
文
化
学
の
構
築
」
研
究
部
門
の
共
催
を
得
た
。
　
「
近
代
北
方
史
の
動
態
を
探
る
│
北
海
道
開
拓
と
民
衆
経
験
│
」
に
お
い
て
既
述
の
と
お
り
、
二
〇
一
九
年
度
に
お
け
る
部
門
の
研
究
計
画
と
し
て
構
想
さ
れ
た
当
初
は
、
日
本
列
島
の
南
北
の
境
界
領
域
を
単
一
の
研
究
会
で
検
討
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
が
右
記
の
よ
う
な
形
に
落
ち
着
く
ま
で
に
は
、
独
自
の
事
情
が
あ
っ
た
。
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
検
討
、
発
表
が
散
見
す
る
中
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
日
本
史
攷
究
会
か
ら
紙
屋
敦
之
氏
の
学
問
の
意
義
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
た
い
旨
の
打
診
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
同
会
会
長
の
大
橋
幸
泰
氏
お
よ
び
谷
口
眞
子
氏
と
協
議
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
部
門
に
て
検
討
中
の
構
想
を
基
本
に
実
施
し
う
る
こ
と
、
部
門
と
の
共
同
主
催
と
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
共
催
と
な
っ
た
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
、
早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
多
元
文
化
論
系
、
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る
多
元
文
化
学
の
構
築
」
研
究
部
門
と
と
も
に
、
い
ず
れ
も
紙
屋
氏
ゆ
か
り
の
組
織
で
あ
る
。
　
会
場
の
設
定
に
あ
た
っ
て
感
染
症
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
は
、「
近
代
北
方
史
の
動
態
を
探
る
│
北
海
道
開
拓
と
民
衆
経
験
│
」
と
同
様
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
と
教
室
を
使
用
す
る
融
合
型
に
よ
る
実
施
、
懇
親
会
は
見
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
室
へ
は
四
名
の
報
告
者
、
主
催
者
、
司
会
、
後
述
鳩
飼
氏
が
集
合
し
、
一
般
参
加
者
は
事
前
受
付
の
上
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
室
の
規
模
は
、
参
加
者
相
互
の
密
集
を
避
け
る
た
め
、
当
該
時
期
に
は
参
加
予
定
者
数
の
四
倍
の
収
容
力
を
必
要
と
し
た
。
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
日　
時
：
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）　
　
　
　
　
　
十
四
時
〜
十
七
時
三
十
分
　
会　
場
： ZO
O
M
に
よ
る
遠
隔
開
催
（
報
告
者
・
主
催
者
・
司
会
の
み
、
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
三
十
二
号
館
三
階
三
二
四
教
室
）
　
司　
会
：
谷
口　
眞
子
開
会
の
挨
拶　
伊
川　
健
二
（ 
部
門
代
表
、
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）
趣
旨
説
明　
谷
口　
眞
子
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）
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一
〇
二
◇
深
谷　
克
己
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）：
　
「
紙
屋
敦
之
氏
の
人
と
業
績
」
◇
矢
野
美
沙
子
（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
専
任
所
員
）：
　
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
琉
球
王
国
の
位
置
づ
け
」
◇
深
瀬
公
一
郎
（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
国
内
研
究
員
）：
　
「
薩
摩
藩
の
琉
球
政
策
に
お
け
る
『
異
国
』・『
領
内
』」
◇
テ
ィ
ネ
ッ
ロ
・
マ
ル
コ
（
神
奈
川
大
学
国
際
日
本
学
部
助
教
）：
　
 「
国
際
的
な
視
点
か
ら
み
た
「
琉
球
処
分
」│
東
ア
ジ
ア
の
視
点
を
超
え
て
」
《
総
合
討
論
》
司　
会
：
伊
川　
健
二
閉
会
の
挨
拶　
大
橋　
幸
泰
（ 
日
本
史
攷
究
会
会
長
、
早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授
）
　
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
要
旨
は
、『W
A
SED
A
 RILA
S JO
U
RN
A
L
』
次
号
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。
参
加
人
数
は
、
一
般
で
約
三
十
名
で
あ
っ
た
。
　
「
近
代
北
方
史
の
動
態
を
探
る
│
北
海
道
開
拓
と
民
衆
経
験
│
」
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
は
遠
隔
参
加
で
は
質
問
が
出
に
く
い
傾
向
が
あ
る
と
の
情
報
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
質
問
は
休
憩
時
間
中
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
に
て
募
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
紙
屋
氏
の
思
い
出
を
含
め
、
す
べ
て
の
報
告
に
関
す
る
多
く
の
質
問
、
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
質
疑
時
間
の
制
約
に
よ
り
、
基
本
的
に
は
司
会
者
が
そ
れ
ら
を
読
み
上
げ
る
形
式
で
進
行
し
た
。
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
、
懇
親
会
開
催
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
紙
屋
氏
が
残
し
た
業
績
を
継
承
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
末
筆
な
が
ら
、
部
門
担
当
助
手
と
し
て
ふ
た
つ
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
貢
献
の
あ
っ
た
、
鳩
飼
未
緒
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。
授
業
で
の
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
実
施
に
比
し
て
、
遠
隔
化
が
後
手
に
回
っ
た
観
の
あ
る
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
研
究
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
手
さ
ぐ
り
な
が
ら
そ
の
祖
形
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
 
〔
報
告
・
伊
川
健
二
（
文
学
学
術
院
教
授
）〕
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